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1. はじめに

　最近，「日本のものづくり技術は大丈夫か？」，「ものづく
り立国，日本の向かう方向は？」などと，ものづくり技術
の将来に向けて各方面から多くの課題，指摘が投げかけら
れている。この投げかけに対して，過去の歴史を振り返
り，日本の進むべき道を考えていくことが必要な時期に来
ている。
　トランジスターの発見から半導体デバイスへの展開，エ
レクトロニクス機器の高度化と，世界規模でめまぐるしい
産業の発展を遂げてきた。これに伴って，われわれの生活
も豊かになり，更なる要求を満たしてくれる製品を求め続
けている現実がある。
　エレクトロニクス実装技術は，ものづくり技術そのもの
であり，半導体デバイス，エレクトロニクス機器の進歩に
伴って，目覚しく発展を遂げてきた。わが国では，半導体
デバイスの取り組みをいち早く進め，その後，勤勉さ，器
用さ，粘り強さ，改善能力などを備えた国民性により，飛

躍的に発展することが出来た。そして，実装技術も同様に
世界をリードするまでに発展した。しかし，ここに来て，
半導体デバイスの生産が海外に移り，組み立てやものづく
りも海外シフトが顕著になってきた中で，日本における実
装技術開発の位置付けや技術の展開，さらには実装技術レ
ベルの向上，高度なものづくり力の維持，発展について考
えていかなければならない。
　そこで，エレクトロニクス実装技術の歴史を整理し，黎
明期から発展期，成熟期を振り返るとともに，社会の変
化，技術の流れを捉えることにより，実装技術の将来発展
に向けて考えていく一助としたい。

2. 時代の流れと技術の発展

　日本の産業が壊滅的な打撃を受けた第二次世界大戦が終
結し，新しい幕開けとなった戦後の復興期を経て，1950年
代後半から高度経済成長期を迎えた。表 1に示すように，
技術においても第 1の発展期であり，好景気に支えられて
重化学工業を中心に機械産業や装置産業が栄えた。70年代

表 1.　日本経済と技術および製品の動向
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